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紅葉の季節も過ぎ去り雪とともに本格的な寒さを迎える季節となってきましたが、稲葉

ダム近隣地区の皆様におかれましてはご健勝のことと存じます。また、平素はダム建設工

事に格段のご理解とご協力を頂きありがとうございます。

当工事におきましては、本体工事、貯水池対策工の保護材敷設工事、管理設備工事等の

ＴＯＰＩＣS１：試験湛水に向け着々と工事が進んでます
平成２１年度末からの試験湛水に向け、１０月に転流トンネルの水路切替を行い、

コンクリートフェーシング・転流トンネルの閉塞工事・保護材敷設工事を行っていま

ＴＯＰＩＣS２：ダム湖底一周ウオーク大会を開催しました
H２１年１２月１９日、竹田ウオーキング協会主催による「ダム湖底ウオーク大会」

が開催されました。当日は、積雪にもかかわらず４ｋｍ・８ｋｍコースに分かれ周回

道路及びダム湖底を歩きました。ダム湖底を歩くことで、ダムの必要性を考えるよい

機会になったようです。

当工事におきましては、本体工事、貯水池対策工の保護材敷設工事、管理設備工事等の

工事を進めています。また、今後の大きな工事としては、ひょうたん島地区の護岸工事を

行い、Ｈ２１年度末から試験湛水を開始する予定です。また、１２月１９日には、ダム湖

底一周ウオーク大会が開催されました。

当協議会としましては、現場内外問わず事故のないように気をつけていきたいと思って

いますので、今後ともよろしくお願いします。

ﾀﾞﾑ湖底にて全員で記念撮影を行いました。みなさんよい

＜①・③・⑤写真＞

→現在、１工区保護材の施工・本体工右岸部分のコンクリートフェーシング及び転流トンネルの

閉塞工事を実施中で、平成２２年２月に工事をを完了しその後、試験湛水を開始する予定です。

＜③写真＞

→右岸部閉塞工事を完了後、堤内仮排水路・常用洪水吐に閉塞ゲートを設置し、H21年度末に試

験湛水を開始後、サーチャージ水位まで湛水する予定です。

思い出になったようです。


